
◆菅 孝能（すげ たかよし）氏 
(株)山手総合計画研究所 代表取締役 
一級建築士 
現在、白河市で図書館のデザインコンペに
審査員として参画。 

■ 講演 
懇談会の中では、建築家の菅孝能氏より、“まちなか歩きのポイント”について講演していただきました。 

 

「景観法の成立により、“景観”がパブリックなものであることが認められた。

国の統一基準は示されていないため、地域にあった独自のルールを、市民参加

により、地域の自治体がつくっていくことが求められる。”守る景観”を尊重す
るとともに、建築士の仕事を通して”つくる景観”も重視したい。」 
 

 

 

 

 

■ 伝統的建築物の解説 
福島県建築士会白河支部が実施した伝統的建築物の調査結果の概要についての説明がありました。 

建築士会ではこれまで、福島県のサポート事業として伝統的建築物の調査を

行ってきた。144 件の応募のなかから 139 件を選定し、うち 44 件につ

いて聴き取り調査、実測、図面復元を行った。平成17年にはこれらの結果

をもとに市民観察会やシンポジウムを開催して啓発

活動を行った。 

 

「県南地域には独特の建築様式である“せんがい造     

り”が伝わっている。」 

 

 

 

■ 今年度の懇談会の活動について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このニュースレターは、平成18年度の第1回の「まちづくり懇談会」で話し合ったことをまとめたものです。 

この懇談会では、白河市の中心市街地において「城下や宿場の風情が漂い、歩いて楽しめるまちづくり」をテーマ

に、“まちなか歩き”による地域資源の再確認を行いながら、その保全・利活用の仕方などを話し合い、人を呼び込

み、活力をもたらすまちづくりに結びつけていくことができるかどうかの検討を行っていきます。 

今回は、全員で２９名の方々の参加がありました。 

 

■ はじめに 

今回の懇談会では、主に「旧奥州街道沿いに発展した白河のまち」に市民の方々がどんな思いを持っているかに

ついて意見交換を行った上で、次回以降のまちなか歩きのポイント、アイデアについて話し合いを行いました。 

また、建築家の菅氏の講演、中心市街地の形成とその変容や旧街道沿いの伝統的建築物などの説明もあり、地域

資源の保全・利活用の仕方などについて知識を高めることができました。 

 

■ 第 1回まちづくり懇談会（ワークショップ）プログラム 

 

●と き 平成 18年 11月 6日（月）13：00～16：30 

●ところ マイタウン白河 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18年 11月号ニュースレター Vol.1 

― 奥州街道白河宿 にぎわいの再現 ― 

福島県県南建設事務所 企画調査グループ 

住所／〒961-0971 白河市昭和町269番地 

TEL／0248-23-1617 

FAX／0248-23-1642 

お問い合わせ先 

第2回懇談会 

まちなか歩き①（主に天神町、中町周辺） 

日  時：11月 22日（水）13：15～16：30 

集合場所：マイタウン白河 

次回懇談会のご案内 

◆ 挨拶、趣旨説明、参加メンバーの紹介 

 

◆ 講演 

“まちなか歩きのポイント”／菅孝能氏 

 

◆ まちなかに係る歴史的資料及びまちづくり事例の紹介 

  前年にまとめられた白河中心市街地の形成とその変容及びまちづくり事例についての説明がありました。

 

◆ 意見交換 

旧奥州街道・城下・宿場・歴史的建造物及び商店街の活性化やイベントなどへの取り組みについて話し合

いました。 

 

◆ 伝統的建築物の紹介 

福島県建築士会白河支部が行った伝統的建築物の調査結果の概要についての説明がありました。 

 

◆ まちなか歩きについての意見交換 

  第 2 回、第 3 回懇談会で行うまちなか歩きに向けて、ぜひ見てみたい場所や歩くルートなどについて拾

い出しを行いました。 

第 1回懇談会 
（今回） 

第 4回懇談会 第２回懇談会 

第 3回懇談会 

・意見交換 
・方向性の確認 

・まちなか歩き② 
・意見交換 

・成果の発表 
・意見交換 
（地域資源の活用の可
能性・今後の課題） 

・まちなか歩き① 
・意見交換 


